
大田区一般廃棄物処理基本計画 重点施策について

１ 雑がみ回収の強化
資源化できる紙類（お菓子の箱、紙袋など）の分別回収を強化します。

２ プラスチック分別回収の強化
可燃ごみに含まれるプラスチックの量を削減するための取組を推進します。

３ 食品ロスの削減
家庭系、事業系を問わず、食ロスの削減に向けた普及啓発等を強化します。

４ 自然災害への対応
地震や水害時に排出される被災ごみの収集、処理体制を強化します。

５ 清掃事業データの見える化
ごみや資源の数値をわかりやすく発信することで、行動変容に繋げます。

６ 外国人向け広報の強化
分別のルールなどを多言語でわかりやすく発信します。

７ 手続きのオンライン化の推進
各種手続きのオンライン化を進めることで、区民の利便性を向上します。

８ デジタルを活用した収集体制の整備
持続可能な収集体制の維持と、サービスの質の向上を実現します。
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～令和5年度家庭ごみ組成分析調査（可燃ごみ）より～

雑がみ回収の強化
●可燃ごみ中に含まれる雑がみ

●雑がみの種類

出典：公益財団法人古紙再生促進センター



出典：浜松市HP

令和７年１月１５日～５月１２日まで配布

平成29年全戸配布（1回限り）

出典：昭島市HP

約100種類の紙類の分別方法を紹介

雑がみ回収の強化
≪他自治体の取り組みを紹介≫

●青梅市、昭島市の例（雑がみ回収袋の配布）

出典：岐阜市HP

●浜松市、岐阜市の例（雑がみ回収袋）

出典：青梅市HP

≪参考≫
●川崎市の例（ミックスペーパー）
「汚れた紙・においの強い紙」と「資源集団回収の対象物である新聞（折込チラシ含む）、雑誌・本（カタロ
グ等含む）、段ボール、牛乳パック等」以外のすべての紙類（引用：川崎市HP）

「回収袋の作り方」の動画なども公開



雑がみ回収の強化

≪大田区での雑がみ回収対象品≫ ≪大田区での雑がみ回収対象外品≫

出典：公益財団法人古紙再生促進センター



プラスチック分別回収の強化

回収量（ｔ） 割合 分別協力率(%)

全域 3,717 100% 23.16

地
域
別

大森 1,213 33% 22.53

調布 1,099 30% 26.44

蒲田 1,405 38% 21.60 

（参考）回収地域区分

●区HPでの広報『プラスチック回収量メーター』●プラスチック回収量（令和7年4月～12月）

●地域ごとのプラスチック回収量と分別協力率（令和7年4月～12月）



大田区の食品ロスの取組み

◎食品ロスとは◎
まだ食べられるのに捨てられてしまった食品のことです。
その量は日本全体で一年間におよそ4６４万トン、国民１人
１日あたり約10２グラム（おにぎり約１個分）

農林水産省 令和７年６月27日公表 令和５年度推計値

日本の食品ロス量
4６４万トン

事業系食品ロス量
23１万トン

1人あたりの食品ロス量
１日約おにぎり１個分（10２ｇ）

家庭系食品ロス量
23３万トン

【食品ロス削減の考え方】

①啓発を通じた「発生抑制」により、食品ロスを減らす。

②その中で余ってしまうものは「有効活用」する。

③それでもどうしても排出してしまうものは
「再生利用（飼料化等）」して食品ロス実質0を目指す。



大田区の食品ロスの取組み
●食品ロス削減月間キャンペーン

10月の食品ロス削減月間にあわせ、区民が家庭の各場面におい
て実施しやすい食品ロス削減に寄与する取組を紹介します。
また、月間キャンペーンを通じて普及啓発を強化することで、
区民の食品ロス削減に関する意識醸成と行動変容の促進を図り
ます。

パネル展（区役所本庁舎）

（監修）学校法人佐伯学園 佐伯栄養専門学校
オーガニック料理教室G-veggie はりまや佳子先生

食品ロス削減実践講座（動画） 食品ロス削減啓発ジップロック食品ロス削減レシピ

●食品ロス普及啓発ツール



●食品ロス削減に関する普及啓発等業務

啓発冊子の作成小中学校での出前授業やイベント出展

（ ナナハト学校の様子 ）

大田区の食品ロスの取組み

区民、区内事業者等へ食品ロス削減を目的とした普及啓発事業を行っています。

（ 出前授業の様子 ）



●大田区食べきり応援団
（５９件 令和７年４月１日時点）

区内で食品ロス削減に取り組む飲食店、宿泊施設、
食料品取扱事業者等を「大田区食べきり応援団」として登録し、そ
の利用を促進することで、事業者及び消費者への食品ロス削減にか
かる意識啓発につなげます。

●フードドライブ

家庭でまだ食べられるのに捨てられてしまう未利用食品を区に持
ち寄ってもらい、地域の福祉団体や施設などに寄付します。
受付場所を区役所本庁舎（８階）のほか特別出張所に設置し、利
便性を図っています。

大田区の食品ロスの取組み

令和７年度実績：第１回199.80kg、第２回286.55kg



●フードシェアリングサービスの利用

大田区の食品ロスの取組み

●未利用食品の有効活用に資する支援業務
（防災備蓄品等の無償提供を必要とする団体へマッチング）

区内事業者から排出される未利用食品について、食品を必要としてい
る区内の福祉団体等で有効利用するための広報活動、相談対応、社会
福祉協議会との連絡調整を行います。

Kuradashi（クラダシ）は、フードロス削減を目指すショッピングサイ
トです。まだ食べられるにもかわわらず捨てられてしまう可能性のある
商品などをおトクな価格で販売し、売り上げの一部を環境保護・災害支
援などに取り組む様々な団体に寄付することで、SDGs17の項目を横断し
て支援しています。

TABETE（タベテ）は、パン屋を始めとする中食・飲食店舗で、閉店ま
でに売り切るのが難しく、まだおいしく安全に食べられるのに廃棄の
危機に面している食事を、ユーザーとマッチングする「フードシェア
リングサービス」です。

TABETEKuradashi



プラスチック回収の区内全域実施開始時の活用

←プラスチック回収区内全域実施の

広報チラシにQRコードを掲載

※日本語含め16言語対応版

令和７年１月から清掃事務所及び

各特別出張所を通じて配布

実証期間（令和７年１～３月）

1,210部を配布

11

外国人向け広報の強化

１言語ずつ翻訳したものを紙印刷した場合と比べ、
およそ22万円の経費削減効果
窓口における配架場所も１箇所で済むメリット有り
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